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たじ まの くに いずし 

むかし、 但馬 国に おまつられ になって いる 出 石の 

おおがみ むすめ いずし おとめ たい うつく めがみ 

大 神のお 女に、 出 石 少女と いう 犬そう 美しい 女神が 

う おとめ かみさま 

お生まれに なりました。 この 少女 を いろいろな 神様が 

よめ おも あらそ おとめ 

お 嫁に もらおうと 思って 争いました。 けれども 少女 

よめ き 

はお 嫁に 行く こと を いやがって、 だれの いう こと も 聴 

こうと はなさい ませんで した。 

かみ あきやま したびお とこ はる やま 

この 神 さまた ちの 中に、 秋 山の 下 氷 男と 春 山の 

かすみお とこ きょうだい かみ あに 

霞 男 という 兄弟 の 神 さまが ありました。 ある 日 兄 

あきやま したびお とこ おとうと かすみお とこ む 

の 秋 山の 下 氷 男 は、 弟の 霞 男に 向かって、 



おとうと かみ ふじ はな さ ゆみや 

ました。 それから 弟 の 神 は、 藤の 花の 咲いた 弓矢 を 

おとめい まとまえ おとめ 

少女の 居間の 戸の 前にた てかけて おきます と、 少女が 

出が けに それ を 見つけて、 ふしぎに 思いながら、 きれ 

いなもの ですから、 つい 手に 持って 出ようと しました _ 

おとうと かみ 

そのと き 弟 の 神 はす かさず その あとに ついて 行って 

よめ くだ 

「あなた、 どうぞ わたしのお 嫁に なって 下さい ご 

おとめ じぶん もの 

といい ました。 少女 はび つくりして、 ふと 自分に 物 

ほう む 

をい いかけた ものの 方 をふリ 向きます と、 そこに 目 も 

うつく はな かざ わか おがみ けだか 

くらむ ように 美しい 花に 飾られた 若い 男 神が、 気高 

すがた た おとめ おがみ よめ 

い 姿 をして 立って いました。 少女 はすぐ 男 神のお 嫁 

ふたり あいだ こども ひとり う 

になり ました。 やがて 二人の 間 には子 供が 一人 生ま 
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